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伊豆大島火山1986年の噴火

一噴火の経緯と噴出物一

大島火山噴火対策特別チｰム:地質ゲルｰプ*

はじめに

1986年11月15目,午後5時過ぎに大島火山の三原山が

1974年から12年ぶりに噴火した･1950年から始まった

三原山の噴火は1974年の竪坑状火孔内での小規模なス

トロンボリ式噴火まで24年間断続的に続いて来たが

1974年6月の小噴火を最後に火山性徴動噴煙活動

火映現象だとの火山現象がなくたり静穏た状態が12年

問続いていた.これが1950年からの噴火サイクルであ

り今回の噴火は三原山の1950年から36年の間隔をお

いた新しい噴火サイクルの始まりであり11月21目には

三原山のカルデラ床からとさらに北の主成層火山の山腹

での割れ目噴火が起こった･さらに12月18目にも短時

間であったが山頂で噴火した｡1987年1月1目から

火山性徴動が起きており一連の噴火活動はまだ終息し

ていたい.

伊豆大島は東京の南南西約110㎞に位置L比較的

交通の便が良いことから毎年数十万人を越える観光客

が島を訪れている.観光収入が欠きた比重を占めてい

る大島では三原山の噴火を観光の目玉としていた11月

15目に始まった三原山の噴火は大島島民の期待にこたえ

るものであった.しかし噴火は三原山にとどまらず

山腹での割れ目噴火まで広がり一カ万問もの間全島

民の島外避難を余儀たくさせた大島火山の噴火とたった

この記事は11月15目からの噴火の経過と噴出物につ

いて現地調査と新聞･テレビ報道たどをもとに報告する

1986年の噴火の経緯

伊豆大島火山は日本の活動的た火山のうちでも比較的

観測体制の整備された火山の一つである.今回の噴火

は｢突然｣の噴火ではたくその後の経過は正確た予

知こそ出来たかったが噴火を予測し観測を強化する

中で起きた噴火であったといえる.

伊豆大島は主として玄武岩の溶岩と火山灰スコリ

アや火山弾だとの火砕岩からたる複成成層火山で主成

層火山とその山頂のカルデラと呼ばれる凹地さらにカ

ノレデラ内の中央火口丘の三原山からなっている一

御神火茶屋や温泉ホテノレはカルデラ縁(外輪)に位置L

ている･三原山は安永の大噴火で作られた噴石丘であ

るその山頂にある直径700x800mの火口(三原山火口)

カミありその火口はその後の噴火で埋められ中央部に

およそ直径300mの竪坑状火孔がある｡剣が峰は三原

山火口の火口縁の一部であり展望台や火口茶屋は三原山

火口縁に位置している.

噴火開始まで

1974年5月1974年伊豆半島沖地震が起きた.その

ころから大島では三原山の火山活動が静穏化し火山性

徴動や火映現象たどがなくなり一方伊豆半島や大島

近海では伊豆大島近海地震や伊豆半島東方沖などで群発

地震が発生したが伊豆大島を震源とする地震は発生L

ていたい.

1986年4月になって大島の北部や西部沿岸を震源とす

る群発地震が起きるようにたった.また7月から火山

性微動が観測された･火山性徴動の振幅は1974年の

ものと比較して小さいが規則的に発生した･このほか

東京大学地震研究所の観測により三原山の山頂における

全磁力が83年から減少を続けていること三原山をはさ

む電気抵抗が減少を続けるたど火山活動が活発化してい

ること示す観測がたされた.しかし一方ではたとえ

ばハワイたどでは火山噴火にいたるまで火山体が地下

のマグマ圧の上昇により膨張することが観測されている

が東京大学地震研究所の水準測量では三原山が沈下する

傾向を示し地質調査所のドライティルト観測も9月の

観測では山頂部が沈降する傾向を示した･10月の観測

では反転を示唆する結果を得たがこの観測は10辺あ

る側線のうちの1-2辺だけを測定したため噴火直前に隆

起に転じたのかどうかを明確にできたかった.

噴火直前の11月12目竪坑状火孔の南壁で噴気が上が

るのが目撃された.

※曽屋龍輿(文責)･中野俊･屋住英夫･鎌田浩毅･阪口圭一･宇都浩三･富樫茂子･山元孝広･土谷信之･金子信行･角井朝昭
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亙五月旦5目からu月21目の噴火

11月15目17時25分頃竪坑状火孔の南壁か

ら噴火がはじまった(A火口).この位置は

12日から白煙が上昇するのが目撃された位置

と同じ場所であった.

噴火は玄武岩質のマグマを連続的に数100

m噴き上げる溶岩噴泉の活動であった.溶

岩噴泉とともに細粒物質を含む黒い噴煙も上

昇した･11月17日午前11時頃の竪坑状火孔

縁からの観察ではマグマの頭位は火孔縁とは

ぽ同じ高さにありその表面は波打ちマグ

マ片を吹き飛ばしている.吹き飛ぼされた

欠きたマグマ片はA火口の極く近くに火山弾

として小さなマグマ片はA火口を中心にや

や広い範囲に発泡の良く黒色光沢を有するス

コリアとして降下Lた.細粒のスコリアは

南東および南西に降下した.

写真一1

竪坑状火孔は流入した溶岩によりしだいに埋められ

その上面は17目午前11時頃にはAテラスの下およそ

10mまで上昇した(口絵一2).A火口から竪坑状火ロペ

の溶岩の流入は直接観察されず火孔縁では火孔内の溶

岩の水位が上昇するのが観察されるのみであった.お

そらく竪坑状火孔とA火口の間に割れ目のようなものが

でき溶岩はそこから竪坑状火孔へ供給されたのであろ

う.

11月19目10時35分三原山火口を埋めた溶岩は三原

山の火口縁を越え斜面を流下し始めた･1950年の噴

火の時に溶岩によって焼失･埋没した火口茶屋は19目15

時頃に再び溶岩によって焼失したが三原神社と展望台

は溶岩による埋没を免れた(写真1).噴火開始から4

目問およそ90時間で溶岩は三原山火口の1000×10ξ益

を埋めたことになる.今回の噴火の時間当たりの噴出

量は1950年と比べると数倍である.

11月19目19時頃御神火茶屋からの観察では溶岩は5

筋で流下していた｡すでにカルデラ床に達していた溶

岩はLA■とLA皿溶岩であったがこれらの溶岩は僅

かに前進しているようであった.20時頃LB皿溶岩

の西から新たた溶岩が流下を始めた･この小溶岩はお

よそ30分後にLB皿溶岩と合流した.A火口の噴泉活

動は続いていたが連続した溶岩噴泉ではたく10秒～数

10秒間隔のストロンボリ式噴火で噴泉の高さは低くなり

爆発音が大きくまた空振のため窓ガラスが震えた.

時六巨大た風船状の溶岩が破裂しこの時にはとくに爆発

音が大きかった.

御神火茶屋から見ると暗闇の三原山の斜面を流下す

1987年4月号

A火口の北西約600m地点の展望台(1月11目,土谷撮影).溶

岩に埋没せず残ったが,A火口からの火山弾により手すりや階

段壁の一部が破壊された.おそらく11月20目か21目の噴火によ

るものであろう.右側は新しい溶岩流.

る赤色の溶岩と間欠的た溶岩噴泉はみごとた夜景で島内

からは勿論島外からも大勢の観光客がつめかけ有料

道路は夜になって時ならぬラッツユどたり御神火茶屋

の駐車場百こは整理係がでる始末とたった.高い溶岩噴

泉には歓声があがりカメラのシャッタｰ音がたりま

さに花火大会のようであった.

このストロンボリ式噴火は23時頃まで続いたがその

後は噴泉が休止する時間が長い間欠的た活動になった.

11月20目噴火は1～3時間おきに噴泉をあげ爆発

的にたり光環現象や強い空振を伴なった.三原山の斜

面からカルデラ床に流下した溶岩は遠くからはまったく

動いていないように見えたがカルデラ床に下り溶岩

に近づくと溶岩の側端や先端から岩塊が落ちカサカサ

と乾いた音をたてて少しづつ移動していた.落ちた岩

塊の周りの枯れ草があちこちで燃えたり煙を上げてい

た･溶岩の前面や側面の随所に昼間でも赤くおそら

く1000度を越えると思われる高温部分が見えた･高温

の溶岩からの上昇気流によって小規模の竜巻がしばしば

発生した.溶岩はアア溶岩でその厚さはおよそ5mく

らい(口絵一1)少し傾斜の急な所では2-3mであった.

噴火は爆発的になったが火山弾の到達距離はそれ

ほど大きくたくA火口の北東で300m程であった.その

地点には径数10㎝の火山弾とその衝突でできた衝突孔

が点在していた･現在地質調査所の標本館に展示され

ている火山弾はその地点で採取されたものである.

11月20目の夜景は19目に比べると貧弱であった･溶岩

は所々しか赤く見えず噴泉活動は間欠的にしかも小

規模にしかおきたかった｡しかし大勢の見物客が訪

れていた.空振は19目より大きいようであった.�
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第五裂

C火口列の噴火の経緯.著者らの撮影した8mmビデオ(右端の8)

写真とNHKテレビの報道(右端のN)に基づいて解析した.

時刻

C火口列の活動状況
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三原山の北カルデラ床で割れ目噴火開始.

鎧端付近の有料道路上に割れ冒すでにあり.

山腹斜面で割れ目噴火開始.C4火口下端部付近が開口する.8

C3火1コカ潤口する.C4火口は下から上へ(北から南へ)拡大.8

C5,C6火口が開口する.

C2火口から小さた火柱が上がっている.8

C6火口から溶岩流が流下し始める.8

C2火口から小さな火柱が上カミっている.8

C7,C8火口が開いているように見える.N

C6火口の北側で活動が起こる､または活発化する､8

C1,C2人目で小さな火柱が認められる.N

C8火口より北で開口か～(C1O火口～)N

C9～11火口が確実に活動している.N

C11火口が確実に活動している(C11火口が開口か～)

C9,10火口の活動カミ認められる.N

C9,エ0,11火口で溶岩噴泉.N

このときC4,6は止まっている.

C9,10,11火口で溶岩噴泉.N

C6火口で徴かに活動がある.

C9,10,11火口で間欠的な活動がみられる.N

C6火口(?)で弱い活動がみられる.

C9,10,11火口で活動Lている.N

C11火口だけが活動的,あとは弱い.N

B火口列は溶岩噴泉を続けている.

C火口列はほとんど溶岩噴泉なし.N

B火口列は溶岩噴泉を続けている.

C火口列の溶岩噴泉はほとんど止まっている､8

王1月21日

噴火は20目よりさらに爆発的となり噴泉と言うより

爆発と言った方がふさわしい様相となった.爆発の規

模は前日と比べて大きくなり爆発のたびに光環現象

(衝撃波)カミ目撃され空振が島内ばかりでたく関東地方

のほぼ全域で観測された.火山弾の到達距離も大きく

なりA火口から東北東およそ700-800mの位置で径2m

近い火山弾が落下していた(本誌本年1月号口絵I-4).

11時30分頃から爆発が再開した.この爆発は時間とと

もに規模が大きくたり時に黒煙をふきあげ数分間の

休みをおいてほぼ連続して爆発を繰り返し14時40分頃

まで続いた.この間に14時頃から御神火茶屋でほと

んど連続して地震を感じはじめた.

u月21目の側噴火

16時15分三原山の北のカルデラ床で2つの白い煙が

上がった.側噴火(B火口列)の始まりである.白い

煙はたちまち黒い煙どたり低い地響きとともにぐんく“ん

と上昇した(口絵一7,8,9).黒い噴煙は殆ど垂直に上昇

した.･当時地表近くを弱い東風がふいていたため御神

火茶屋からは赤熱した溶岩噴泉はみられず上昇する黒

煙から大ぎた噴石が落下するのが見えるだけであった.

御神火茶屋からは火口が時間とともにはじめ北へ

伸びついて南へ伸び噴火割れ目が拡大しているのが噴煙

が太くたることで想像された･実際カルデラの北

の外輪にある大島温泉ホテル付近から東京大学地震研究

所の研究者は噴火開始から噴火割れ目の拡大や赤熟し

た溶岩噴泉の高さの変化たどを詳細に観察Lた｡東京

大学地震研究所の阿部勝征氏撮影の写真はカルデラ床

の噴火割れ目の拡大を明確にとらえている(1986年12月

4日付朝日新聞阿部1987).

噴火地点は19回流下Lたほぼ北にのびる溶岩(LAW)

の先端付近であった.この地点は1777年の大噴火の時

溶岩を流出Lた噴出口の近くである･

地質ニュｰス392号�
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噴火開始からおよそ20分たった16時35分に警戒にあ

たっていた警察官から見物客報道陣住人研究者だ

と御神火茶屋にいる人全員に避難命令がだされた.

御神火茶屋から元町への避難の途中カルデラ外輪の

鎧端付近の有料道路に落差15cm程度の割れ目が出来て

いた.この割れ目はカルデラ床での噴火が始まるおよ

そ2時間前の14時頃には確認されていたかった･カ

ルデラの外側まで割れ目が発達していることはカルデ

ラ内の割れ目噴火が外輪山を越えて主成層火山の山腹でヂ

の割れ目噴火に発展する可能性が高いことを示してい

た.

15時30分から17時までの短時間の問に震度Vカミ2回

震度Wが14回震度皿が18回と多数の有感地震がおこっ

た･現地での実感は連続して地面が強く揺れ戸や窓

ガラスが鳴り続け時々さらに強い地震が襲い家全体

がきしみ続けるといったものであった.鉄筋コンクリ

ｰトの建物の申に居ても強い地震があると思わず天井を

見上げ屋上では手すりから離れた･日没後の闇夜に

カルデラ床の真っ赤な溶岩噴泉(口絵一3)とそれに伴うゴ

ｰという音さらに爆発を再開LたA火口から真っ赤な

火山弾の放出とそれに伴うパｰソという爆発音と空振そ

して強い地震が町中を震わし元町にあるいは全島に恐

怖が満ちていた･実際元町の住民からの聞き取り調

査では地震が恐ろしくほとんどの人は家の中に屠られ

ずに外にでていたという､

警察署の屋上で監視を続けている中で17時47分主

成層火山の山腹で小さた噴火が始まった･C火口列の

割れ目噴火の始まりである･しかし日没後時間が経

過し闇夜であり地形が良く分からないこと地理に不案

内たこともあり東京大学地震研究所大島火山観測所と

連絡を取り合いだから観測したが位置の決定はかたり混
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第1図C火口列の噴火の経緯.第1表を図に表わした.Oは

開口,欝は活動中,･は微弱な活動を表わす.1～11

はC1～C11火口を表わす.

乱した.第1表は警察署の屋上から収録したビデオや

写真とNHKで放映されたビデオから作成したが暫定

的たものである.第1図は第1表をC火口列の各火

口の開口と活動状況を時間との関係で示した図である.

第2図に地形断面とC火口列の各火口の位置を示し

た.現在の時点でのC火口列の噴火の経緯はまずC4

火口が開口し噴火開始から数分の間にC火口列の南半

分が開口した(口絵一4.5,6).溶岩はC6火口から流

下LだがそれはC6火口の開口からわずか7～8分後

乗
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第2図C火口列に沿

った地形断面図.

ユzの

北西一南東の直線

に沿って描いた.
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第3図1986年噴出物の分布図(長岡､1987)｡

の18時01分であった.溶岩の流下は先に述べたよう

に位置の確認がたかだか出来ず溶岩が2つに分かれて

流れているとか溶岩が大島支庁の方向に向かっている

たどとかなり混乱していた.ヘリコプタｰから中継さ

れた画像も溶岩の流下方向に元町の市街の街灯が写され

てはいるが目標物がたく位置を決める決め手にはたら

たかった.

19時07分にあるいはそれより少し前に最も北に火

口(C11火口)が開いたのはこのようた混乱Lている時

であった(追記参照).C11火口の開口で現地は非常に

緊張した.それは今後も噴火割れ目が北に伸びるのか

どうかということと同時にそこでマグマが地下水と接触

してマグマ水蒸気爆発を引き起こすのではたいかとと

いうことであった.溶岩が元町を襲い大島北部でマ

グマ水蒸気爆発が起きると大きな被害が起きるおそれが

ある.ただちに北の山地区と岡田地区に避難命令の準

備カミなされた.元町地区にはすでに避難命令がたされ

ており住昂は続々と元町港に集結しつつあった.し

かし幸いなことに噴火割れ目の拡大はC11火口の開口が

最後で溶岩噴泉の勢いはすこしづつ低下しはじめ牟.

20時を過ぎると北に位置するC9,C1O,C11の3火口

だけで噴泉活動が認められるようにたり(本誌本年1月

号口絵I-8)20時46分にはC火口列の活動はほとんど

収まった.C6火口からの溶岩の流下の速度は弱まっ

てきた｡著者の一人と日大千葉さんは警察官に同行し

て火葬場まで行った.火葬場の煙突に登った千葉さん

の観察でも溶岩の先端までの距離は正確には判断できた

かったが流下の速度が遅いことが判明した･

カルデラ床の割れ目噴火は翌11月22目の午前2時頃

に衰えてきた.

C火口列の活動が衰えを見せ始めた頃それまで大島

の北部を震源としていた地震活動も低下しだした.か

地質ニュｰス392号�
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わって島の南部を震源とする有感地震が群発した･ま

た島の南東部の都道一周道路上に割れ目ができているこ

とが報告された.

B火口の噴煙は22目にも高くたちのぼりA火口の爆

発は23目10時頃まで断続的に続いた.11月23日には新

しく小溶岩が流下しているのを東京大学地震研究所の研

究者が確認した.

その後約一カ月の間静穏であったが12月18日夕

方火山性微動が連続微動に変わり16時45分から振幅

も増大して17時47分に爆発音を伴って噴火を再開L

た.爆発音は大きく空振でガラス窓が振動した.ま

た11月の噴火では聞かれたかったドラムを連打するよう

だ連続した爆発音が聞かれた.当目はあいにくの雨天

のため視界が不良で噴火口の位置を確認できずまた

放出火山弾も一部目撃されただけであった.この活動

は21時21分火山性徴動が記録されなくたり短時間で終了

した.

珊8儘年噴火の噴出物

今回の噴火の噴出物の分布図を第3図に一示す(長岡

1987).噴出物を噴出口と対応させて記述すると以下の

ようにたる.

山頂火口のA火口からは発泡の良いスコリアや火山弾

などの火砕物と溶岩を噴出した.スコリアは極めて

発泡が良く黒色のガラス光沢を有している｡また細

粒の火砕物のたかには針状のペレｰの毛が含まれてい

る.火山弾は11月20日にはA火口の北東方向では300

mの範囲に直径30-50cmのものが分布していた.21

目爆発が大きくたるにつれて火山弾の到達距離も大

きくたりA火口から1㎞を越えた範囲まで飛んだ.

A火口の周辺にはこれらの火砕物による噴石丘が形成さ

れた.溶岩は既に述べたように噴火開始から90時間で

竪坑状火孔を埋めさらに竪坑状火孔から濡れて三原山

の斜面を流下した.三原山の斜面を流下した溶岩は西

から北へLA卜LAWと命名されている.

カルデラ床の割れ目噴火のB火口列はB1-B8火口か

らなり南東から北西にB1-B4火口(本誌本年1月号

口絵I-5)が配列しやや北に雁行Lて同じ方向にB5

-B8火口が配列する.B1-B4火口は火口の形が明瞭

であるが噴石丘の形ははっきりしていたい｡B5-

B8火口は火口や噴石丘の形が不明瞭である･特に噴

石丘の北側は割れ目が多くひどく乱されている.B火

口列から大量のスコリアが放出された･空高く上昇L

た噴煙柱は偏西風に流され火口の東に厚くスコリアが

堆積した.

細粒の火山灰は遠く離れた房総半島にまで達してい

1987年4月号

る.

島の東海岸の都道一周道路でスコリアの最も厚いとこ

ろは20㎝を越える｡このスコリア層を厚さ数m㎜以

下の灰白色の火山灰層が覆う｡スコリアはA火口噴

出のものに比べると発泡が悪く重く黒くてガラス光

沢のない錆びた感じのものと赤褐色でやや発泡の良いス

コリアの2種である.溶岩はB7-B8から北へ延長

約1㎞(LB皿溶岩)とB3-B4から北東へ約1.5㎞

(LBI溶岩)流出した(口絵一13,ユ5)､LBI溶岩とL

B皿溶岩との間の小溶岩は11月23目に流出しだしBn溶

岩である(口絵一1壬).この溶岩の出口は火口列から250

mも離れておりこの位置に新たに火口が生じたとは考

え難い.また溶岩の出口と火口列との間の噴石丘に沢

山の割れ目が入っていること出口付近にスコリア溶

岩餅や火山弾たどから放る噴石丘の巨大な岩塊を乗竜て

いることLB]I溶岩の一部の表面が噴石丘堆積物の破

壊された岩塊に覆われていることなどからLB正[溶岩は

11月21目の噴火の時の溶岩が11月23目に噴石丘を破って

流出したと考えられる･

空中写真の観察ではLBI溶岩とLB皿溶岩の表面は赤

褐色である｡現地調査ではこの赤褐色はほとんど噴石

丘堆積物の破片の岩塊によるものであった･

C火口列はC1-C11火口からたりC1-C3C4-

CgC10-C11火口と雁行して配列している(口絵一12).

C4火口は配列の方向に伸長した火口でありC5とC

6火口はほぼ連続した火口である｡これらの火口は溶

岩噴泉によって噴石丘を形成した.風下には少量のス

コリアが堆積している.C6火口から流下した溶岩は

LCI溶岩でその先端は火葬場の約70m手前まで達し

ている｡C9火口からは長さ130mの小溶岩LC■

が流下している､またC9火口の南東壁には幅およ

そ40㎝の岩脈が認められる(口絵一10).北西壁には岩

脈状に火山弾などの火砕物が開口割れ目を埋めている.

同様たものがC11火口の南東壁でも認められる･

噴出物の化学組成

今回の噴火の降下火砕物のスコリアを野外で観察する

と容易にA火口から噴出したものであるかB-C火口列

からの物であるかが判別できる･それはA火口からの

スコリアは発泡が良く黒色のガラス光沢を有しており

BC火口からのものは同じように黒色であるが光沢が

たく錆びたような感じをしている.また発泡も良く

たい.できるだけ気泡の少たいち密在溶岩で両者を比

較Lてみると含まれる鉱物の量はA火口のものに白

い斜長石が多くBC火口からのものに少ない･�



一16一

大島火山噴火対策特別チｰム

ヨ

Nつへ

�

一

⊂[

巴

巴

ご

篶■

H■貫

一^"■

｡州〕で叫

∴^浄

“一

螂"""

､"ク･い･^

狐一"

{隷綿免.呪.ぺ.

.抽

��

5日51

����

��

90個以上の標本を蛍光X線法で分析をしたところ第

4図のようにA火口の噴出物とBC火口のものとでは

異たる組成範囲を示した･すたわちA火口噴出物は

Si02が52.2-52.5%の狭い組成範囲を示しかたり均

質た玄武岩である.噴火開始の11月15目から約一カ月

の休止を挟んだ12月18目の小噴火の噴出物の組成もこの

組成範囲に入り逆に組成からこの時の噴出口がA火口

であることを裏付けた･

C火口列の噴出物は34個分析したがその化学組成は

Si02が53.7-54.8%とやや広い組成範囲を示す.B

火口列の噴出物の組成はほぼC火口列の噴出物の組成

と同じ範囲を示すかしB1皿溶岩と一部の火山弾等の組

成はSi02に富む56.7-56.9房に集中し大島火山では

産出の極めて稀だ安山岩である(第4図).第4図には

今回の噴出物の分析値とともにこれまでの大島火山の分

析値(一色1984b)をX印で示した.これまでの大島

火山の分析値の大部分はSi0250-53省A120314■18

��

第4図1986年噴出物の

Si02-A1203変化図

A,B,CはA,B,

C火口噴出物をさす

･は1986年噴出物×

は一色(1984b)によ

る大島火山噴出物の分

析値(ただしSi02:

68%の軽石は除いた).

縦軸横軸ともに重量パ

ｰセントで表示.

老の範囲にプロットされA火口噴出物はその領域に

プロットされる.しかしBおよびC火1コ噴出物はこ

れまでの大島火山の組成としては踊な領域にプロットさ

れている.

このほかB火口噴出物の中にはごく稀であるが

安山岩～デイサイト質の良く発泡した外来捕獲岩が含ま

れている.この様たものは1983年三宅島噴火の際にも

見出されている｡いまのところAおよびC火口噴出物

中には見つかっていない.

さいごに

現在大島火山は火映だとの表面現象は認められず静

穏た状態の様に見える･しかし1月1目から1-2時

間間隔の火山性徴動が間隔が伸びたりする不規則な期

問を何度か間に挟みながら現在も続いている･電気抵

抗の変化は現在は停滞気味であるが全体としてさがる

傾向にある.このように火山活動は一見平穏である

����〰　

�〰

㈰〰

0○

カルデラ形成

中央火口丘(山頂)噴火

地層単位S2S1N4N3N2N1Y6Y5Y4

�央失

第5図過去1500年間の山頂噴火と

側噴火の関係･Naka㎜㎜a

(1961)一色(1984a)に

よる.
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大島火山の噴火中心分布図
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一色(1984b)による

カルデラ形成期および後カルデラ期の溶岩流

遜

�

ⅻ

カルデラ形成期および後カルデラ期の噴出中心から800mの範囲

先カルテ{ラ期の噴出申心から800mの範囲

カルデラ壁から溶岩が温流する可能性がある地点

第6図

大島火山の噴火中心分布図
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様に見えるが終息したわげではたい｡

およそ1500年前の5-6世紀に大島火山の山頂都に直径

3-4㎞のカルデラが形成された(Nakamura1961).カ

ルデラの形成から今回の噴火の前まではおよそ150年

間隔で12回の大噴火が記録されている.田沢(1980)は

カルデラ形成までの1万年間にも大噴火が150年間隔で

起きていたことを明らかにした.

最後の大噴火は1777-78年の安永の大噴火である･

この最後の大噴火後は平均37年の間隔で中噴火が起き

ている･大正の噴火や昭和の噴火と言われる1950-51

年の噴火が中噴火である･1986年7月火山性微動が

観測され大島火山の噴火の可能性が予測された時は

最後の大噴火から209年目最後の中噴火から36年目で

あった.また1950年の噴火前に10年間の休止期問が

あったが1974年から12年間休止期が続いている.こ

のようなことから次の噴火がそろそろ起こっても良い

時期であると考えられていた.その噴火が209年ぶ

りの大噴火なのか昭和の噴火並の中噴火なのかその予

測は難しかった.

次に予測し放ければたらたいのは噴火地点である･

第5図にカノレデラ形成期および後カルデラ期の山頂火

口と山腹火口の関係を示した･図から明らか次ように

12回の大噴火で山頂火口と山腹火口が共に活動した噴火

は6回あるが1421年以降の大噴火はすべて山頂噴火

であった･また1777年の大噴火後の申噴火もすべて山

頂噴火である.したがって次の噴火の噴火地点の予

測としては山頂噴火の可能性が高いと考えられた.

しかし山腹での側噴火の可能性は零ではたい･第

6図は一色(1984b)およびNakamura(1961)をもと

に作成した大島火山の噴火中心の分布図である.山腹

噴火の噴火地点は三原山を含む北西一南東方向のゾｰ

ンとそれよりやや東の2つのゾｰン内に分布する.可

能性は少たいがもし山腹での側噴火が起こった場合に

はこれらのゾｰンの中で起こると考えられた･

山頂火口での噴火ついで山腹斜面での側噴火が起き

た今回の噴火は15世紀以来500年ぶりである.

一色(1984a)が取りまとまた大島火山の歴史時代の活

動記録によると過去の大噴火や多くの中噴火では数

年間から20年間仕にわたって火山活動が継続するがそ

の問に数カ月から1年近い休止期を挟む.多くの例で

は噴火活動が休止期を挟み3期に分けらる･そして

第1期の活動後数カ月からそれ以上の休止期をおいた

第2期により欠きた噴火活動が起こっている.

今回の大島火山が現在とのようた活動期にあるのか良

く分かっていたい･今後も活動の推移に十分な注意を

払う必要がある.
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追記:C11火口の開口時刻について著者らのうち現地にいた

3人(T.S.,S.N.,H.K.)は19:07に黒煙(LCI溶岩が

樹木を燃やしている煙)の北側で新たに火柱を確認した.現

地ではこれを最も北側の火口の開口と判断Lた.本文の記載

はこれに基づいている.しかし当日のテレビ報道によると

C9-C11火口は19時前に開口しており筆者らが目撃Lたのは

011火口の北側部分の開口であったらしい(現在はC11火口の

北側の凹地とたっている地点)､
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